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編，Chapters from the Great Economists，学生社，（未見）
１９６２年４月（３４歳） 助教授
１９６４年３月（３６歳）【４】翻訳と解説『経済学および課税の原理』，『世界大思想全集』，河出書房新社
１９６７年５月（３９歳）【５】研究会報告「日本資本主義確立期および帝国主義成立期における関税政策論争――序論
（１）」，『専修大学社会科学研究所月報』４４
１９６８年４月（４０歳） 教授
１９６８年１１月（４０歳）【６】論文「リカードウの議会改革論と経済学の分析視角」，『専修経済学論集』第６号
１９７０年３月（４２歳）【７】論文「マルクスにおけるリカードウ理論の発見と批判」，専修大学社会科学研究所編『社
会科学年報』第４号，未来社
１９７０年６月（４２歳）【８】論文「発展的社会把握におけるリカードウとマルクス」，『経済学史』，筑摩書房
１９７０年８月（４２歳）【９】評論「社会科学としてのリカードウ研究の復位」，『リカーディアーナ』第４号（『リカー
ドウ全集』付録）
１９７２年２月 （邦訳『リカードウ全集』第１巻刊行）
１９７２年６月（４４歳）【１０】論文「経済学の成立（２）――古典経済学の確立と解体」，『経済分析入門』有斐閣（未
見）
１９７３年５月（４５歳）【１１】翻訳，B・S・ターナー「社会的停滞性の概念――功利主義とマルクス主義――」『専修経
済学論集』第９巻第２号
１９７４年 （内田義彦，胃手術，療養生活）
１９７５年１０月（４７歳）【１２】事典項目「古典学派の経済思想」，住谷・伊東編『経済思想の事典』，有斐閣
１９７５年１２月（４７歳）【１３】翻訳と訳者あとがき，E・J・ホブズボーム「現代マルクス主義の諸傾向」，『専修大学社
会科学研究所月報』１４７
１９７６年１０月（４８歳） 社会思想史学会入会
１９７７年３月（４９歳）【１４】事典項目「内田義彦」，『現代人物事典』（未見）
１９７８年３月（５０歳）【１５】評論「リカードウの議会改革論」（『リカーディアーナ』（『リカードウ全集』付録）
１９７８年９月（５０歳） 経済学部長（～８０年８月）
１９７８年１１月（５０歳）【１６】教科書「マルサスとリカードウ」，『経済思想史読本』（NHK大学講座テキストの増訂）
この時期に NHK教育テレビの大学講座の講師担当
１９８３年３月（５５歳）【１７】論文「リカードウの価値論と分配論」『専修経済学論集』第１７巻第３号
１９８３年４月（５５歳） 専修大学北海道短期大学経済学科長
１９８４年３月（５６歳）【１８】論文「リカードウ『原理』の構成問題（上）―三群構成と「経済学原理」の構成」，『専
修経済学論集』第１９巻１号
１９８７年５月（５９歳）【１９】翻訳『経済学および課税の原理』，（上巻）岩波書店
１９８７年６月（５９歳）【２０】訳者解説「『経済学および課税の原理』，（下巻）岩波書店
１９８８年５月（６０歳）【２１】論文「リカードウの経済学体系」，森田桐郎編『国際貿易の古典理論』，所収（【１】，【１７】
の補正再録）
１９８９年３月 （内田義彦逝去，３月１８日，７６歳）
１９８９年４月（６１歳） 学史学会代表幹事（～９１年３月）
１９８９年５月（６１歳）【２２】随筆「ありじごく」，『内田義彦著作集 第二巻』月報
１９９０年３月（６２歳）【２３】事典項目「内田義彦」，『現代日本 朝日人物事典』
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１９９１年３月（６３歳）【２４】「内田義彦の学問世界」，『専修大学社会科学研究所月報』
１９９３年４月（６５歳）【２５】「内田義彦と日本経済思想史研究」，『日本経済思想史研究会会報』（未見）
１９９８年３月（７０歳） 専修大学退職
２０１４年３月（８６歳）【２６】随想「重さの中の茶目っけ」（『内田義彦の世界』所収，ただし，１９９２年１１月の発言を収
録したもの）
２０１４年７月１８日（８６歳） 逝去
以上主として，『専修経済学論集』第３２巻第３号（１９９８年），「吉澤芳樹教授 履歴・業績」による。随筆などでリカ
ードウ研究に直接関わらないものの幾つかは省略した。
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